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本講演では動的境界条件を課したCahn–Hilliard方程式を中心に、Cahn–Hilliard方
程式に現れるいくつかの項の粘性消滅法のよる適切性および漸近解析について考察する.
講演の前半ではCahn–Hilliard方程式系に対する可解性の証明の概略を述べた後, 粘

性消滅法を用いた非線形拡散方程式への接近を論じた結果 [1, 4]を紹介する. 後半で
は近年多く研究されている動的境界条件を課したCahn–Hilliard方程式系の 1つである
LWモデル [3, 7]を紹介しつつ, 他の形の結果 (GMSモデル [5]、それらをつなぐモデル
[6])についても触れる. そして, いくつかの問題に対する粘性消滅法による適切性及び
漸近解析の結果を報告する. 特に前半に紹介する粘性消滅法の着想と比較し, 動的境界
条件として境界上に課されたCahn–Hilliard方程式系において境界拡散項のみを消滅さ
せた問題, すなわち時間前方後方問題の適切性について, GMSモデルに対する結果 [2]
をふまえながら証明の概要を述べる.
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